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〔論文審査の要旨〕 

本論文では，筋活動に応じた非ガウス性の変化を表現可能な，尺度混合分布に基づく筋電位信号

モデルを提案している。また，このモデルの構造を利用した人工筋電位信号生成モデルを提案する

とともに，筋電義手の制御を目的とした筋電パターン識別器へと応用している。 

第 1 章では，本研究の背景と目的，従来研究と本研究の位置付けについて述べている。 

第 2 章では，尺度混合分布に基づく筋電位信号モデルを提案している。筋電位信号の非ガウス性

が分散のランダムな変動によって生じると仮定し，この構造を尺度混合分布の枠組みに基づきモデ

ル化している。実験では，計測した筋電位信号に対し，提案モデルが高い適合性を有することが示

されている。また，筋力に応じた分散分布パラメータの変化を解析することで，分散分布と筋活動

との関係を議論している。 

第 3 章では，人工筋電位信号生成モデルを提案している。提案生成モデルでは，整流平滑化筋電

位信号を利用した近似推定法を導入することで，効率的な生成を実現している。実験では，計測し

た筋電位信号から近似推定された分散分布を用いて人工筋電位信号を生成し，両信号を比較するこ

とで提案モデルの生成精度を評価している。さらに，提案モデルによって生成した信号をニューラ

ルネットワークに対するデータ拡張として利用することで，動作識別への応用可能性を示している。 

第 4 章では，尺度混合モデルに基づく筋電位パターン識別法を提案している。実験では，まず分

散がランダムにばらつくような人工データを用い，提案法が分散の不確実性を考慮可能であること

を示している。また，筋電位信号に対する識別能力を他手法と比較することで，提案法の有効性が

示されている。 

第 5 章では，本論文の要約と今後の研究課題について述べている。 

以上，審査の結果，本論文の著者は博士（工学）の学位を授与される十分な資格があるものと認

められる。 

備考：審査の要旨は，1,500 字以内とする。 


